
2021 年度第 3 回 SPring-8 ユーザー協同体評議員会 議事録 
 
⽇時：2022 年 1 ⽉ 13 ⽇(⽉) 13 時 30 分〜14 時 10 分 
場所：WebTV 会議 
出席者：⽊村昭夫 (SPRUC 会⻑)、⾬宮健太、岡島敏浩、尾嶋正治、北川進、⿊岡和⺒、

坂⽥修⾝、鈴⽊孝尚、⾼⽥昌樹、⽥中義⼈、林和志、⽔⽊純⼀郎、宮川篤、 
朝倉清⾼、⾜⽴伸⼀、有⾺孝尚、伊藤廉、久⽶卓志、中川敦史、⻄堀英治、 
⽔牧仁⼀朗 (以上、評議員（幹事兼務含む）) 
本間穂⾼、横⾕尚睦、⼤和⽥謙⼆、若林裕助、⽵中幹⼈、三村功次郎、 
久保⽥佳基、松村⼤樹、⽵⽥幸治、藤原秀紀、松下智裕 (以上、幹事) 
筒井智嗣 (選挙管理委員⻑)  坂川琢磨 (SPRUC 事務局) 
⼤端通、⽊下豊彦、⽊村滋、久保⽥康成、辻本繁樹、中村潤、伊藤博幸 (以上、
オブザーバー) 

 
1) 議事に先⽴って⽊村会⻑より挨拶があった。松下幹事より参考資料に基づいて 2021

年度 SPRUC 評議員および SPRUC 組織が⽰された。加えて、前回議事録 (資料 1) の
確認があり、評議員等から質問等なく確定された。 

報告事項 
1) 筒井選挙管理委員⻑より資料 2 に基づいて第 11 回評議員選挙結果に関する報告が

⾏われた。学術研究機関より 10 名、産業機関より 5 名が選出された。これにより松
下庶務幹事より 2022 年度の評議員名簿が⽰された。 

2) ⻄堀⾏事幹事より資料 3 に基づいて SPring-8 シンポジウム 2021 (2021 年 9 ⽉ 17 ⽇
(⾦), 18 ⽇(⼟) オンライン開催) の開催報告が⾏われた。 
・ 参加者は 480 名であった。2 ⽇⽬の全セッション修了後に REMOを使⽤してポ
スターセッションを⾏ったが、250 名以上の参加があった。 

・ シンポジウムの内容は利⽤者情報に記事としてアップされている。 
3) 松村⾏事幹事より 2021 年 12 ⽉ 19 ⽇(⽇) ~ 22 ⽇(⽔) に現地において開催された第 5

回 SPring-8秋の学校の開催報告が⾏われた (資料 4)。 
・ 新型コロナウイルス感染症の拡⼤を受け、9 ⽉から 12 ⽉に延期して開催された。 
・ 今年度はグループ講習を 3コマから 4コマに拡⼤した。 
・ 申込み数 93件であったが⽇程の延期等の影響でキャンセルがあり、参加者は 59

名 (うち社会⼈ 14 名) であった。 
・ 参加者アンケートからグループ講習に良い評価が多かった。実施時期は 9 ⽉頃

が望ましいとの意⾒が多かった。 
4) 久保⽥会計幹事より資料 5-6 に基づき 2021 年度 SPring-8 シンポジウム 2021予算・
実績の確定と SPRUC全体会計の執⾏状況について報告があった。 
・ SPring-8 シンポジウム 2021 について、講演者旅費、REMO システムの使⽤料等
で 5万円程度のオーバーがあったことが報告された。 

・ SPRUC全体の予算に関して、予算内で順調に進んでいることが報告された。 
5) ⽥中利⽤委員⻑より研究会開催状況について資料 7 により説明が⾏われた。 
・ 新型コロナ感染症の影響を受け、本年度の研究会も全てハイブリッドで開催さ

れている (12/28 時点で合同開催を含め開催済み 11 研究会、開催予定 1 研究会)。 



6) ⽥中利⽤委員⻑より資料 8 に基づき SPRUC 第 6期研究会募集の説明があった。 
・ 本評議員会後に設置申請の募集を開始する (締め切りは 3 ⽉ 16 ⽇(⽔) )。 
・ 利⽤委員会で審査を⾏い、2022 年度 第 1 回評議員会で承認を受けた後に発⾜。 
・ “第 6期研究会申請に際しての提⾔・勧告” について、⼀部に変更（利⽤システ

ム（リモート測定やビックデータの扱い等）への要望）を加えていることが報告
された。 

審議事項 
1) 松下庶務幹事より資料 9 に基づいて第 4 回 BLsアップブレード検討WS の開催計画
案について以下の説明が⾏われ、承認された。 
・ 開催⽇は 3 ⽉ 14 ⽇(⽉) の 1 ⽇とし、SPring-8普及棟⼤講堂を拠点としたオンラ

イン開催開催とする。また、現時点でのプログラム概要が説明された。 
2) 松下庶務幹事より資料 10 に基づいて SPRUC 2021 年度特別総会の開催計画案につ

いて以下の説明が⾏われ、承認された。 
・ BLs WS の直後に WebTV 会議として開催予定。議題の内容について説明された。 

3) ⽊村会⻑より次期会⻑候補として以下の説明があり、⻄堀評議員・⾏事幹事が推薦
され、承認された。 
・ ⽊村会⻑より⻄堀評議員・⾏事幹事を次期会⻑として推薦した経緯について説
明があった。 

⻄堀評議員・⾏事幹事より、次期会⻑になるにあたり挨拶があった。 
⽔⽊評議員から、若いが経験と実⼒が⼗分にある会⻑が選任されたことと、次期の
運営に期待する旨のコメントがあった。 

連絡事項 
1) 松下庶務幹事より資料 11 に基づいて今後のスケジュールの確認が⾏われた。 
 

以 上 
 


